
第 55 号 令和 8年 2月 28 日

「 夕暮れ・灯を掲げて  」

デザイン・絵画科３年　新宅　惠介

　夕日が沈んで消えてしまわないように、ランタンに夕日を閉じ込めました。空は毎日違っ
た景色を見せてくれて、同じ空は一日もない。一度だけの空の一瞬を切り取りました。

【活動歴】
　2023（令和５）	 ４月　写真部に入部
	 ６月　第 29 回 高岡市民美術展　入選
	 ９月　第 48 回 富山県青少年美術展　入選
　2024（令和６）	 ６月　第 30 回 高岡市民美術展　入選
	 ９月　第 49 回 富山県青少年美術展　佳作
	 10月　第 19 回 射水市展　奨励賞
	 12月　�グループ展「三人展」青井記念館美

術館にて開催

　2025（令和７）	 ４月　写真部 部長　
	 ６月　第 80 回 富山県美術展　入選
	 ６月　第 31 回 高岡市民美術展　未来賞
	 ８月　�個展「軌跡－高校生の僕がみる世界

－新宅惠介写真展」
	 　　　射水市小杉展示館にて開催
	 ９月　第 50 回 富山県青少年美術展　入選
	 10月　第 20 回 射水市展　20 回記念特別賞

はぐくみ会だより（1）
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瀬
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澤
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澤
　
史
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新
湊
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竜
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佳

作
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作
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璃
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作
本
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湊
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佳
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早
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柚
子
（
高
　
陵
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佳

作
余
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祐
希
乃
（
富
大
付
属
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佳

作
菊
池
莉
里
愛
（
小
　
杉
）

佳

作
般
若
　
葉
音
（
高
岡
西
部
）

佳

作
大
垣
　
ま
こ
（
小
　
杉
）

特

別

賞
髙
田
　
瑛
斗
（
新
　
湊
）

特

別

賞
豊
岡
　
奈
緒
（
志
貴
野
）

特

別

賞
酒
井
　
虹
心
（
氷
見･

北
部
）

特

別

賞
門
田
　
奈
桜
（
小
　
杉
）

第
32
回 

青
井
中
美
展

11
月
14
日（
金
）～

�

11
月
30
日（
日
）

　

県
内
41
校
の
中
学
校
か
ら
452
点
の
応
募
が
あ
り

253
点
が
入
選
し
た
。（
内
入
賞
は
24
点
）

　
（�

絵
画
部
門
242
点 

内
105
点
入
選
、
彫
刻･

工
芸

部
門
101
点 
内
80
点
入
選
、
デ
ザ
イ
ン
部
門
109

点 

内
68
点
入
選
）

賞 科 課　　題　　名 氏　　　　　　　名

優　
　
　

秀　
　
　

賞

機　　 械草刈り機のエンジンを使用した自動車の製作
蒲田　泰崇・藤浪　昊生・今城啓一郎・佐野　龍信・
田中　雄基・松本　朔弥

電子機械鉄道ジオラマ運転シミュレーターの製作
髙田　竣介・石田　歩夢・植木　陸翔・上田　和輝・
澤本　凰希・前　　凌雅・向　　俊人

電　　 気フルカラー LEDを使用したディスプレイの製作 青木　拓磨・尾谷　龍進・加藤　皇翔・河島　遥紀

建　　 築 大規模模型製作　～ふじようちえん/オーバードホール・中ホール～
青山　颯太・岡　　一冴・田中　　響・畑山凜太朗・
樋口　直人・細川　歌那

土木環境砂防堰堤の模型制作 嶺　　瞬也・金田　悠作・黒澤　　洵・竹津　　蕾・
辻　　和志

工　　 芸昔のトランペット 湊屋　太朗

デザイン・
絵画 炯々～「迫力」の表現 蟹瀬　希美

令
和
7
年
度 

課
題
研
究
表
彰
者
一
覧

令和 7 年度  課題研究作品展 各学科で選ばれた作品を展示した。

● 富山県教育委員会教育長賞
 　「 ししみゃい 」
　出町中学校　３年　松澤　莉子

● 富山県知事賞
 　「 再　生 」
　大谷中学校
　１年　高瀬　凛音

● 青井大賞
 　「 自分らしさ 」
　大門中学校
　３年　木戸　朱那

2月 21日（土）～3月 2日（月）

はぐくみ会だより （2）



�

３
月
15
日（
日
）～
４
月
13
日（
日
）

　
一
年
間
の
成
長
を
こ
こ
に�

26
Ｈ　

鎌
仲　

成
実

　

私
は
こ
の
作
品
展

を
通
し
て
、
一
年
間

の
努
力
が
作
品
に
詰

ま
っ
て
い
る
と
思
い
ま

し
た
。
見
に
来
て
く

れ
た
家
族
か
ら
「
成

長
し
た
ね
」
と
言
っ

て
も
ら
え
て
す
ご
く

う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

　

作
品
展
と
い
う

「
展
示
空
間
」
に
置

か
れ
る
こ
と
で
、
普

段
の
教
室
で
は
感
じ

ら
れ
な
か
っ
た
作
品
の
魅
力
が
引
き
立
つ
の
を
感
じ
ま
し

た
。
照
明
の
当
て
方
や
空
間
と
バ
ラ
ン
ス
の
中
で
、
自
分

の
作
品
が
ま
る
で
別
の
表
情
を
見
せ
て
い
る
よ
う
で
し

た
。
ほ
か
の
生
徒
の
作
品
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
や
工

夫
が
際
立
ち
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
に
込
め
ら
れ
た
思
い
や
努

力
が
よ
り
伝
わ
って
く
る
よ
う
に
思
い
ま
し
た
。

　
一年
前
に
は
で
き
な
か
っ
た
技
術
や
表
現
が
、
今
は
少

し
ず
つ
形
に
な
っ
て
い
る
。
そ
う
思
え
た
の
は
、
積
み
重

ね
て
き
た
挑
戦
と
失
敗
、
そ
し
て
あ
き
ら
め
な
か
っ
た

自
分
の
姿
が
、
作
品
に
現
れ
て
い
た
か
ら
だ
と
思
い
ま

す
。

　

こ
の一
年
間
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
う
ま
く
い
か
な

企
画
展

工
芸
科
作
品
展
２
０
２
５

い
こ
と
も
多
か
っ
た
け
れ
ど
、
そ
の
た
び
に
考
え
て
、
工

夫
し
て
、
少
し
ず
つ
乗
り
越
え
て
き
ま
し
た
。
そ
の
積

み
重
ね
が
、
今
の
自
分
の
作
品
に
な
っ
た
の
だ
と
思
い
ま

す
。
展
示
と
い
う
形
で
そ
の
成
果
を
見
て
も
ら
え
た
こ

と
は
、
大
き
な
自
信
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　
「
一
年
間
の
成
長
を
こ
こ
に
」
と
い
う
言
葉
に
は
、
そ

ん
な
私
自
身
の
歩
み
と
、
こ
れ
か
ら
も
っ
と
成
長
し
て
い

き
た
い
と
い
う
思
い
を
込
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
素

材
と
真
剣
に
向
き
合
い
な
が
ら
、
自
分
に
し
か
作
れ
な

い
作
品
を
目
指
し
て
い
き
た
い
で
す
。

�

６
月
10
日（
火
）～
６
月
22
日（
日
）

　

今
回
、
二
回
目
と
な
る
現
代
工
芸
美
術
家
協
会
富

山
会
に
よ
る
展

覧
会
を
開
催
。

県
内
の
会
員
ら

が
金
属
や
革
、

陶
器
な
ど
の
素

材
を
駆
使
し
て

独
自
の
美
を
表

現
し
た
作
品
27

点
を
展
示
し

た
。

～
は
ば
た
け
未
来
へ
～

現
代
工
芸
美
術
家
協
会
富
山
会
展
２
０
２
５

�

7
月
6
日（
日
）～ 

27
日（
日
）

�

富
山
大
学
教
授　

辻
合　

秀
一

　

２
０
２
５
年
７
月
６

日（
日
）か
ら
27
日（
日
）

に
第
４
回
图
展
を
開
催

し
ま
し
た
。
こ
の
企
画

展
は
、
辻
合
研
究
室
に

関
わ
る
学
生
や
卒
業
生

の
発
表
の
場
と
し
て
開

催
し
ま
し
た
。今
回
は
、

特
別
に
三
上
拓
哉
先
生

か
ら
「
富
山
大
学
高
岡

キ
ャ
ン
パ
ス
３
Ｄ
点
群

映
像
」
と
富
山
大
学
芸

術
文
化
学
部
卒
業
生
で
ア
ン
ビ
グ
ラ
ム
画
家
の
野
村

一
晟
君
の
作
品
を
含
め
24
点
を
展
示
し
ま
し
た
。

　

富
山
大
学
芸
術
文
化
学
部
卒
・
修
了
制
作
展

GEIBU
N
16

に
展
示
し
た
４
点
に
加
え
、
展
示
し
な

か
っ
た
「
Ａ
Ｉ
思
考
力
調
査
」
も
展
示
し
ま
し
た
。

　

富
山
大
学
芸
術
文
化
学
部
は
、
２
０
２
２
年
よ
り

オ
ー
プ
ン
コ
ー
ス
制
に
な
り
、
そ
れ
ま
で
に
行
わ
れ

て
い
た
２
年
コ
ー
ス
配
属
に
代
わ
り
研
究
室
配
属
に

な
り
ま
し
た
。
辻
合
研
究
室
で
は
、
２
年
生
１
名
、

３
年
生
３
名
、
４
年
生
４
名
が
お
り
、
Ｏ
Ｇ
を
含
め

た
動
画
や
イ
ラ
ス
ト
等
の
作
品
を
展
示
し
ま
し
た
。

　

末
筆
と
は
な
り
ま
し
た
が
、
高
岡
工
芸
高
等
学
校

と
の
御
縁
に
よ
り
青
井
記
念
館
美
術
館
で
開
催
で
き
ま

し
た
こ
と
を
こ
の
場
を
借
り
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

第
4
回 

图（
ふ
ゆ
を
か
こ
む
）展
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�

７
月
６
日（
日
）～
７
月
27
日（
日
）

�
富
山
大
学
芸
術
文
化
学
部
４
年　

岩
城　

悠
里

　

今
回
の
絵
画
分
野
作
品
展
で
は
、
学
生
が
主
体
と

な
っ
て
展
示
の
企
画･

運
営
を
行
い
ま
し
た
。
分
か

ら
な
い
こ
と
が
多
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
学
生

同
士
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役

割
を
果
た
し
な
が
ら
協

力
し
て
準
備
を
行
う
こ

と
が
で
き
た
と
感
じ
て

い
ま
す
。
私
は
友
人
と

共
に
初
め
て
Ｄ
Ｍ
や
ポ

ス
タ
ー
の
デ
ザ
イ
ン
を

担
当
し
ま
し
た
。
デ
ザ

イ
ン
の
経
験
も
ほ
と
ん

ど
無
い
中
で
、
レ
イ
ア

ウ
ト
案
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
各
々
が
で
き
る
こ
と

に
取
り
組
み
、
助
け
合
い
な
が
ら
Ｄ
Ｍ
を
納
得
す
る

形
で
完
成
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
回
の
貴

重
な
経
験
は
、
今
後
、
作
品
制
作
や
展
示
を
行
っ
て

い
く
上
で
も
活
か
し
て
い
き
た
い
で
す
。

�

8
月
3
日（
日
）～
8
月
24
日（
日
）

�

本
野　

佳
司
子

　

デ
ザ
イ
ン
科
に
ご
勤
務
さ
れ
て
い
た
垣
内
先
生
を

ご
縁
と
し
た
今
回
の
企
画
展
。
周
知
も
ま
ま
な
ら
ず

富
山
大
学
芸
術
文
化
学
部
絵
画
分
野
選
抜
展

琥
珀
の
光
が
照
ら
す
道

�

垣
内
先
生
が
つ
な
げ
て
く
れ
た
Ｏ
Ｂ・Ｏ
Ｇ
企
画
展

規
模
も
イ
メ
ー
ジ
も
全
く

見
当
つ
か
ず
で
し
た
が
、

「
や
る
よ
！
」「
手
伝
う

よ
！
」
と
卒
業
生
の
皆
さ

ん
が
集
ま
っ
て
下
さ
り
、

無
事
開
展
で
き
ま
し
た
。

作
品
か
ら
、
様
々
な
場
で

デ
ザ
イ
ン
科
卒
業
生
が
活

躍
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
、

来
館
い
た
だ
い
た
方
々
と
は
、
高
校
時
代
を
共
に
し

た
よ
う
に
思
い
出
話
に
花
が
咲
き
ま
し
た
。
出
品
や

様
々
な
形
で
ご
協
力
下
さ
っ
た
皆
様
に
感
謝
い
た
し

ま
す
。同

窓
生
作
品
展　
～
教
職
員
・
卒
業
生
～

�

８
月
３
日（
日
）～
８
月
24
日（
日
）

◆ 
同
窓
生
作
品
展
出
展
出
品
者
（
50
音
順
）

　
　

五
十
里
伊
規
子　

猪
原　
　

惟

　
　

岩
城　

大
介　
　

太
田
紀
久
雄

　
　

大
村　

雅
章　
　

米
納　

睦
子

　
　

坂
井　
　

茂　
　

笹
波　

美
恵

　
　

島
田　

一
子　
　

炭
谷　

尚
夫

　
　

寺　
　

直
彦　
　

中
嶋　

真
也

　
　

中
山　

裕
晃　
　

般
若　
　

保

　
　

森
下　

柚
季　
　

吉
井　

清
隆

　
　

米
谷　

吉
文　
　

渡
邉　
　

楽

◆ 

教
職
員
出
品
（
50
音
順
）　

　
　

石
黒　

律
子　
　

太
田　

広
信

　
　

菅
原　
　

幸　
　

鈴
木
甲
一
郎

　
　

広
上
由
香
子

◆ 

同
時
開
催

　
　
工
芸
生
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　
　

第
31
回 

高
岡
市
民
美
術
展
の
受
賞･

入
選
作
品

D
eparture　

葛
井
保
秀 

金
工
展

�

12
月
７
日（
日
）～
１
月
12
日（
月・祝
）

�

葛
井　

保
秀

　

私
が
金
属
工
芸
に
出
会
っ
た
の
は
、
人
間
国
宝
の

金
森
映
井
智
先
生
の
御
作
品
を
間
近
に
見
て
、
そ
の

美
し
さ
、
そ
の
精
工
さ
に
感
動
し
、
自
分
も
作
っ
て

み
た
い
と
強
く
思
っ
た

時
か
ら
で
し
た
。
と

言
っ
て
も
、
岐
阜
県
の

飛
騨
市
に
生
ま
れ
、
右

も
左
も
わ
か
ら
な
い
私

に
は
ど
こ
か
ら
手
を
つ

け
て
い
い
か
も
分
か
ら

ず
、
は
じ
め
は
高
岡
市

の
伝
統
工
芸
ス
ク
ー
ル

で
、
彫
金
か
ら
学
び
始
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第162回

第161回

第163回

第
３
回
中
嶋
真
也
写
真
展

�

「
Ｗ
Ｈ
Ｏ　
Ｉ
Ｎ
Ｓ
Ｉ
Ｄ
？
」

�

４
月
27
日（
日
）～
５
月
18
日（
日
）

�

中
嶋　

真
也
（
Ｈ
27　

デ
ザ
イ
ン
・
絵
画
科
卒
）

　

青
井
記
念
館
美
術
館
で
の
展
示
は
、
今
回
が
３
回

目
と
な
り
ま
す
。
お
声
が
け
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
展
示
は
、
長
野
県
飯
綱
町

に
移
住
し
て
か
ら
、
仕
事
で
撮
影
し

て
き
た
写
真
を
、
再
度
自
分
な
り
の

解
釈
で
ト
リ
ミ
ン
グ
し
て
フ
レ
ー
ム

に
収
め
た
も
の
と
な
り
ま
す
。

　

高
校
を
卒
業
し
て
か
ら
は
、
新

潟
、
東
京
等
と
住
居
を
転
々
と
し
て

き
ま
し
た
。
現
在
は
、
長
野
県
に
拠

点
を
移
し
、
写
真
映
像
作
家
兼
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ

イ
ナ
ー
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
夫
婦
で

自
家
焙
煎
の
珈
琲
屋
も
運
営
し
て
い
ま
す
。

　

フ
リ
ー
ラ
ン
ス
に
な
っ
て
か
ら
と
い
う
も
の
、
忙

し
な
い
日
常
を
送
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
自
分

の
感
性
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
日
々
作
品
づ
く
り
に
励

ん
で
い
き
ま
す
。

　

富
山
県
内
で
作
品
展
示
を
す
る
機
会
が
あ
ま
り
無

か
っ
た
の
で
、
今
回
こ
の
充
実
し
た
環
境
で
広
々
と

展
示
を
さ
せ
て
い
た
だ
け
て
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま

す
。
そ
し
て
引
き
続
き
、
こ
の
場
所
で
作
品
展
示
が

で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
今
後
と
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

リ
プ
ロ
絵
画
展

�

４
月
27
日（
日
）～
５
月
18
日（
日
）

�

炭
谷
尚
夫
（
Ｓ
40
機
械
科
卒
／
旧
二
上
工
業
）

　

２
０
２
５
年
５
月
に
同
窓

生
ギ
ャ
ラ
リ
ー
第
162
回
リ
プ
ロ
絵

画
展
を
開
催
で
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
２
０
１
１
年
よ
り

絵
を
描
き
始
め
毎
年
同
窓
生
作
品

展
に
出
品
し
て
い
て
、
昨
年
展
示

の
折
り
声
掛
け
が
あ
り
絵
画
の
指

導
を
受
け
て
い
る
同
窓
生
の
河
上

健
三
さ
ん
と
の
二
人
展
に
な
り
ま

し
た
。
リ
プ
ロ
は
「
も
う
一
度
頑
張
ろ
う
」
の
意
味

合
い
を
持
っ
て
命
名
し
て
活
動
し
て
お
り
ま
す
。
今

回
の
作
品
は
描
き
始
め
た
頃
の
風
景
か
ら
次
第
に
抽

象
画
に
変
化
し
２
０
２
４
年
１
月
１
日
の
能
登
半
島

地
震
の
液
状
化
で
路
面
の
ク
ラ
ッ
ク
を
モ
チ
ー
フ
に

し
た
も
の
な
ど
15
点
を
展
示
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

も「
身
の
ま
わ
り
か
ら
の
感
動
を
絵
に
」を
モ
ッ
ト
ー

に
描
き
続
け
た
く
思
い
ま
す
。

第
12
回
工
芸
建
築
科
同
窓
会･

�

作
品
展

�

９
月
７
日（
日
）～
９
月
20
日（
土
）

�

14
Ｈ 

金
森　

淳
平

　
　
「
建
築
科
同
窓
会
展
を
見
て
」

　

私
は
、
建
築
科
同
窓
会
展
を
見
て
施
工
業
者
に
よ

同
窓
生
ギ
ャ
ラ
リ
ー

同
窓
生
ギ
ャ
ラ
リ
ー

め
ま
し
た
。
そ
の
後
現
代
工
芸
美
術
家
協
会
に
所
属

し
、
春
は
現
代
工
芸
展
、
秋
は
日
展
に
出
品
す
る
と

い
う
ペ
ー
ス
で
現
在
に
至
り
ま
し
た
。
仕
事
を
し
な

が
ら
、
余
暇
の
ほ
と
ん
ど
を
制
作
に
当
て
ま
し
た
。

ま
た
出
会
い
、
導
い
て
下
さ
っ
た
諸
先
生
に
は
感
謝

し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　

使
う
金
属
は
ほ
と
ん
ど
黄
銅
（
真
鍮
）
か
ア
ル
ミ

ニ
ウ
ム
で
技
法
は
鍛
金
と
鋳
造
で
す
。
高
岡
な
ら
で

は
の
産
物
で
す
。
現
在
歳
も
取
り
足
掛
け
30
年
間
の

集
大
成
、
ま
た
終
活
の
一
部
と
し
て
展
示
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

第
10
回
デ
ザ
イ
ン・絵
画
科　

ギ
ャ
ラ
リ
ー
Ｄ

�

１
月
17
日（
土
）～
２
月
８
日（
日
）

�

27
Ｈ　

渡
邉　
　

咲

　

ギ
ャ
ラ
リ
ー
Ｄ
の
展
示
は
、
１
年
、
２
年
生
の
授

業
の
作
品
を
中
心
に
、
冬
休
み
の
課
題
や
３
年
生
の

課
題
研
究
ポ
ス
タ
ー
な
ど
、
デ
ザ
イ
ン･

絵
画
科
の

生
徒
の
作
品
が
一
同
に
展
示
さ
れ
ま
す
。

　

今
年
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
Ｄ
は
、
自
主
制
作
の
作
品
を

３
点
展
示
し
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
の
一
つ
は
、
ギ
ャ

ラ
リ
ー
Ｄ
に
向
け
て
制
作
し
た
も
の
で
し
た
が
、
反

省
点
が
い
く
つ
か
あ
り
ま
し
た
。
時
間
が
足
り
ず
、

自
分
の
納
得
い
く
完
成
度
に
仕
上
げ
ら
れ
な
か
っ
た

こ
と
で
す
。
今
回
の
作
品
は
友
人
た
ち
か
ら
好
評
で
、

素
敵
な
感
想
や
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
う
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。
ギ
ャ
ラ
リ
ー
Ｄ
は
他
の
展
示
会
に
比
べ
よ

り
親
し
い
方
に
作
品
を
見
て
も
ら
え
る
機
会
だ
と
感

じ
て
い
ま
す
。
今
回
の
反
省
や
ア
ド
バ
イ
ス
を
今
後

の
制
作
に
活
か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

はぐくみ会だより（5） はぐくみ会だより（5）



は
ぐ
く
み
会
会
員
募
集
の
お
し
ら
せ

年
会
費
（
年
１
回
納
入
）

　
・
一
般
会
員
（
個
人
）�

２
、０
０
０
円

　
　
　
会
費
納
入
は
左
記
へ
お
願
い
し
ま
す
。

�

（
直
接
事
務
室
へ
の
納
入
も
可
能
で
す
。）

郵
便
局　
口
座
番
号　
０
０
７
１
０
―

０
―

３
１
３
６
７

　
　
　
　
青
井
記
念
館
美
術
館
は
ぐ
く
み
会

　

詳
細
は
青
井
記
念
館
美
術
館
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

連
絡
先　
高
岡
工
芸
高
校

　
　
　
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
０
７
６
６
）
２
１
―

１
６
３
０
㈹

第164回

尚
美
展
企
画
展
　�

　
～
文
化
部
作
品
展
～

�

９
月
28
日（
日
）～
10
月
26
日（
日
）

�

写
真
部　

37
Ｈ　

新
宅　

惠
介

　

青
井
記
念
館
美
術
館
で
行

わ
れ
た
尚
美
展
企
画
展
に
、

写
真
部
員
が
作
品
を
一
点
ず

つ
出
品
す
る
こ
と
と
な
り
、

僕
は
青
少
年
美
術
展
に
出
展

し
た
作
品
を
展
示
し
ま
し
た
。

「
静
け
さ
の
中
に
あ
る
儚
い

美
」
を
テ
ー
マ
に
掲
げ
、
静

け
さ
の
中
に
潜
む
光
や
空
気

の
揺
ら
ぎ
を
写
真
で
表
現
す

る
知
識
と
技
術
が
な
く
て
は
そ
の
部
材
を
生
か
す
こ

と
が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
ま

た
、
建
築
物
に
は
人
の
生
き
方
や
考
え
方
が
形
と

な
っ
て
現
れ
る
と
お
も
い
ま
し
た
。

　

展
示
に
は
、
環
境
へ
の
配

慮
な
ど
、
建
築
が
社
会
問

題
に
対
し
て
ど
の
く
ら
い
関

わ
っ
て
い
る
の
か
感
じ
ら
れ

る
作
品
が
あ
り
ま
し
た
。

　

私
が
、
作
品
を
見
た
中
で

も
印
象
的
だ
っ
た
の
は
「
バ

リ
ア
フ
リ
ー
計
画
」
と
書
か

れ
た
作
品
で
す
。
高
齢
者
や

障
害
の
あ
る
方
が
利
用
す
る

バ
リ
ア
フ
リ
ー
ト
イ
レ
や
目
の
不
自
由
な
方
が
手
で

触
っ
て
確
認
で
き
る
触
知
な
ど
、
ど
の
よ
う
な
方
が

使
っ
て
も
便
利
だ
と
思
え
る
よ
う
な
考
え
で
作
ら
れ

て
い
る
建
物
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

ま
た
、
展
示
に
は
画
像
な
ど
が
あ
り
、
見
る
人
の
目

を
引
く
よ
う
な
工
夫
が
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

私
は
こ
の
同
窓
会
展
を
見
て
、
建
築
は
社
会
に
深

く
関
わ
っ
て
い
る
と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

Ｓ
Ａ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
展

�

つ
く
り
た
い
を
か
た
ち
に･･･

�

12
月
７
日（
日
）～
1
月
12
日（
月･

祝
）

　

�

菅
原　

幸
（
Ｈ
14　

工
芸
科
卒
）

　

２
０
２
５
年
12
月
７
日
か
ら
２
０
２
６
年
１
月
12

日
ま
で
個
展
を
開
催
し
ま
し
た
。
主
題
を
前
回
の
個

展
と
同
じ
く
「
つ
く
り
た
い
を
カ
タ
チ
に
」
し
、
漆

や
ぬ
い
ぐ
る
み
な
ど
の
布
製
品
、
ア
ク
セ
サ
リ
ー
な

ど
幅
広
く
作
品
を
展
示
し
ま
し
た
。

　

漆
の
作
品
は
、
伝
統
工
芸
展
富
山
支
部
に
出
品
し

た
高
岡
伝
統
で
あ
る
勇
助
塗
り
の
技
法
を
用
い
た
作

品
を
出
品
し
て
い
ま
す
。
ま
た
漆
の
食
器
は
、
食
品

サ
ン
プ
ル
な
ど
を
使
っ
て
展
示
し
普
段
の
生
活
の
中

で
の
漆
食
器
の
使
用
を
イ
メ
ー
ジ
し
や
す
い
よ
う
に

し
ま
し
た
。

　

他
の
作
品
も
日
々
の
生
活
を
楽

し
く
し
て
く
れ
る
よ
う
な
小
さ
な

作
品
が
多
く
な
り
ま
し
た
。「
く

る
み
割
り
人
形
」
の
世
界
観
を
再

現
し
た
展
示
、
植
物
や
時
節
を
楽

し
む
雑
貨
な
ど
、
観
覧
者
の
皆
さ

ん
が
わ
く
わ
く
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
に
展
示
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
今
回
は
、
な
か

な
か
作
品
展
に
出
品
で
き
る
機
会
の
な
い
作
品
を
見

て
い
た
だ
け
て
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
展
示
の
機
会

を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

る
こ
と
を
意
識
し
な
が
ら
撮
影
し
ま
し
た
。

　

展
示
を
通
し
て
自
分
の
作
品
を
客
観
的
に
見
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
作
品
を
た
だ
撮
る
だ
け
で

は
な
く
、
見
る
人
に
ど
う
伝
え
る
か
を
考
え
る
大

切
さ
を
学
び
ま
し
た
。
光
や
構
図
の
選
び
方
一
つ

で
印
象
が
大
き
く
変
わ
る
こ
と
を
実
感
し
、
表
現

の
奥
深
さ
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、

人
の
心
に
残
る
よ
う
な
表
現
を
目
指
し
て
が
ん

ば
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

はぐくみ会だより （6）はぐくみ会だより （6）

＊青井記念館のホームページを開設しております。
http://kogei-h.el.tym.ed.jp/
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